
横浜国際園芸博覧会 熊本市出展花壇整備業務委託 

 基本仕様書  

 

第１章 総則 

第１条 適用 

本仕様書は、「横浜国際園芸博覧会 熊本市出展花壇整備業務委託」（以下、「本業務」という）に適用

する。 

 

第２条 定義 

本業務において、委託者（熊本市）を「甲」、受託者を「乙」とする。 

 

第３条 疑義 

乙は、本業務の履行にあたって、本仕様書等に明記のない事項または疑義を生じた場合は、速やか

且つ十分に甲と協議を行うこと。その際、業務上必要と認められる場合には、契約変更の対象とする。 

 

第４条 守秘義務 

業務上知り得た情報は、秘密事項として厳守しなければならない。特に、個人情報の保護に関し、下

記事項を厳守しなければならない。 

１）乙は、本業務に関する全ての事項について機密を厳守し、第三者に漏らしたり、転用したりしては

ならない。業務完了後においても同様とする。 

２）本業務にかかる一切のデータを、甲の指定した目的以外に複写又は複製してはならない。 

３）本業務の処理に関し事故が生じた場合は、直ちに乙は甲に対して口頭又は電話により通知する

とともに、遅延なくその状況を書面で甲に報告しなければならない。 

４）本業務完了時に、業務の実施に必要な貸与資料（書面、電子媒体）は、甲への返却若しくは消去又

は破棄を確実に行うこと。 

 

第５条 行政情報流出防止対策の強化 

１．乙は、業務計画書の実施方針に情報セキュリティに関する対策を記載すること。 

２．乙は、業務計画書及び本仕様書等に記載された内容を確実に実施するとともに、実施したことを

確認できる資料を作成し、監督員に報告しなければならない。 

 

第６条 成果品の帰属 

本業務で得た全ての成果品については、甲の所有とし、乙は甲の許可なく貸与、公表及び使用して

はならない。 

 

第２章 業務の内容 

第７条 目的 

本業務は、自然・人・社会が共に持続するための最適解を発信し、持続可能な地域・経済の創造及び

社会的課題の解決に貢献することを目的として開催される「2027 年横浜国際園芸博覧会」（以下「国

際園芸博覧会」という。）における「花・緑出展（屋外出展）」への出展を通じて、熊本市の魅力や特色あ



る花と緑を国内外に広く発信することを目的とする。 

業務の実施にあたっては、熊本市が作成した出展計画及びデザイン図書に基づき、出展花壇の施工

に必要な植栽材料及び資材の調達、花壇の整備、会場内造作物の製作・設置、展示に係る広告物等の

制作を行うとともに、展示期間中の運営及び展示終了後の撤去並びに関係機関等との連絡・調整を行

い、円滑かつ効果的な出展の実現を図るものとする。 

 

第８条 履行期間 

本業務は、契約締結日から令和９年（２０２７年）３月３１日までとする。ただし、令和９年（２０２７年）

第1回定例市議会において繰越が承認され次第、適正履行期間の令和１０年（２０２８年）１月１３日まで

延長する。） 

 

第９条 業務内容 

１．業務計画の作成 

乙は、本仕様書に示す業務を把握した上で、適正かつ円滑に業務を行うための業務実施方針・ 

処理手順・工程など業務実施に必要な諸事項を計画し、技術提案の内容を盛り込んだ業務計画書

を作成し、契約締結日から１４日（休日等を含む）以内に甲に提出する。 

 

２．花壇整備 

熊本市が作成した出展計画及びデザイン図書に基づき、国際園芸博覧会会場内において出展 

花壇の整備を行う。植栽基盤の整備をはじめ、樹木、草花等の植物材料及び必要な資材の調達を 

行い、設計意図を十分に反映した植栽及び花壇施工を実施すること。また、施工に必要な資材等 

の搬入、設置及び施工後の仕上げを行い、来場者に良好な景観を提供できる状態で引き渡すこと。

なお、本市が作成した出展計画は別紙のとおりとする。 

 

３．会場造作 

出展計画に基づき、花壇の魅力を効果的に発信するために必要な造作物の製作及び設置を行 

う。なお、造作物の製作にあたっては、意匠性に配慮するとともに、安全性及び耐久性を確保する 

こと。また、現地での組立て及び設置を適切に実施し、展示期間中に支障が生じないよう管理を 

行うこと。 

 

４．資材調達 

花壇整備及び会場造作に必要となる植物材料、土壌改良材、装飾資材その他必要な資材の調 

達及び管理を行う。なお、調達にあたっては品質の確保に努めるとともに、展示目的及びデザイ 

ン意図に適した資材を選定し使用すること。 

 

５．撤去 

国際園芸博覧会終了後、出展花壇、植物材料、造作物その他設置した物件の撤去を行う。なお、

撤去にあたっては主催者が定める規定を遵守するとともに、安全管理に十分留意し、会場の原状

回復を行うこと。 

 



６．旅費交通費 

本業務の実施に必要となる現地確認、関係機関との協議、施工管理及び撤去作業等に係る旅

費交通費については、乙の負担とする。 

 

７．出展に必要な各種書類の作成 

国際園芸博覧会主催者への提出が必要となる各種申請書類及び資料の作成を行う。また、本

業務の実施に必要な書類についても適宜作成すること。なお、主催者から追加資料等の提出を求め

られた場合は、甲と協議の上対応すること。 

      

８．報告書作成 

本業務での実施結果をまとめた報告書を作成するものとする。整理した情報は、図面や貸与資

料を十分に活用し、わかりやすくとりまとめるものとする。なお、本業務に使用した資料、文献等

はその出典先を明記すること。 

 

第１０条 打合せ 

打合せは以下を想定している。なお、打合せ回数に変更が生じる場合は、監督員と協議し、業務上必

要と認められる場合には、契約変更の対象とする。また、打ち合わせを行う場合においては、その結果

は乙が書面（打合せ記録簿）に記録し相互確認しなければならない。 

１）業務着手時   １回 

２）中間打合せ   １回 

３）成果品納入時    １回 

 

第１１条 成果品 

乙は、以下の成果品を納品すること。 

１） 業務報告書（キングファイル）  １部 

   ※検討過程で作成した各種データ、会議資料、素案等を含む 

２） 電子データ（CD-R 又は DVD-R） 2 部 

   ※電子データは PDF 及び編集可能なデータ形式で納めること 

 

第１２条 検査 

本業務の成果品については、現場責任者立会いの下、甲の検査を受けるものとする。 

 

第１３条 完了 

本業務は、成果品納入一覧表と共に成果品を提出し、完了検査を受け、検査合格により完了とする。 

 

第１４条 手直し 

業務完了後、乙の責めに帰すべき理由による成果品の不良個所が発見された場合は、速やかに訂

正、補足その他の措置を行わなければならない。これに要する費用は、乙の負担とする。 

 

第１５条 その他遵守事項 



(１)受託者は、委託業務を遂行するにあたり、市の担当者と随時連絡を取り合うこと。 

(２)受託者は、市から打ち合わせ又は状況報告等の指示があったときは、それに従うこと。 

(３)市及び受託者は、仕様書に定めのない事項及び疑義が生じた場合は速やかに協議する。 

(４)本委託にて作成したデザイン、マニュアル等の一切は市に帰属する。 


